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彙
　
　
報　
二
〇
二
〇
年
七
月
〜
十
二
月

大

谷

学

会

◇
研
究
発
表
会

十
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
一
時
〜

 

於　

講
堂

幸
福
と
は
何
か—

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
ニ
コ

マ
コ
ス
倫
理
学
』
の
幸
福
論—

 

本
学
講
師　

西
尾
浩
二

見
え
な
い
も
の
を
見
る
力
と
し
て
の
数
学
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力—

仏
教
知
識

論
「
無
形
象
・
有
形
象
知
識
論
」
に
お
け

る
「
形
象
」
と
「
所
知
性
」—

 

本
学
教
授　

江
森
英
世

生
み
出
さ
れ
る
「
公
」
の
水—

伝
統
中
国
の

水
を
め
ぐ
る
認
識
と
そ
の
変
容—

 

本
学
准
教
授　

井
黒　

忍

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
か
ら
ギ
ャ
ン
ブ
ル

の
負
の
結
末
（
害
）
低
減
へ
の
対
策
転
換

を—

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
の
立
場
か
ら—

 

本
学
教
授　

滝
口
直
子

真
宗
総
合
研
究
所

◇
委
員
会

八
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
の
採
用
に
つ
い
て

・
二
〇
二
〇
年
度
「
一
般
研
究
（
福
田
班
）」

の
廃
止
に
つ
い
て

・
二
〇
二
〇
年
度
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
そ
の
他
（
報
告
事
項
）

十
月
九
日
（
金
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

響
流
館
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
十
八

号
査
読
者
に
つ
い
て

・
二
〇
二
一
年
度
一
般
研
究
（
本
研
究
・
予

備
研
究
）
に
つ
い
て

・
東
京
分
室
Ｐ
Ｄ
研
究
員
公
募
に
つ
い
て

・
そ
の
他

十
一
月
六
日
（
金
）
午
後
四
時
三
十
分
〜

 
於　

博
綜
館
第
五
会
議
室

・
二
〇
二
一
年
度
「
特
定
研
究
・
指
定
研

究
・
資
料
室
」
の
研
究
計
画
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

・
そ
の
他

十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

 

午
後
四
時
三
十
分
〜

 

於　

響
流
館
会
議
室

・『
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
三
十
八

号
投
稿
論
文
の
査
読
結
果
に
つ
い
て

・
一
般
研
究
木
越
班
研
究
組
織
に
つ
い
て

・
そ
の
他真

宗

学

会

◇
修
士
論
文
中
間
発
表
会

十
一
月
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
二
〇
四
教
室

真
宗
に
お
け
る
自
覚
と
救
済—

『
織
江
氏
の

問
に
答
え
て
』
を
通
し
て—

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

林　

光
寿

親
鸞
の
信
心
観

　

—

「
聞
」
と
い
う
視
点
か
ら—

 

本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

鮫
島
想
太

法
然
の
菩
提
心
観

　

—

選
択
本
願
に
開
示
さ
れ
る
求
道
意
欲—
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本
学
大
学
院
修
士
課
程
第
二
学
年

 

佐
々
木
健

◇
第
二
回
例
会

十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

 

午
後
二
時
五
十
分
〜

 
於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

親
鸞
の
「
成
仏
」
観
と
「
行
巻
」
で
の
顕
示
構

造
〜
称
名
破
満
釈
の
前
後
で
異
な
る
「
称

名
」
の
主
体
に
着
目
し
て
〜

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 
浅
井
竜
一

「
入
正
定
聚
」
の
内
実

　

—

「
聚
の
数
」
に
注
目
し
て—

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

千
葉
一
生

◇
第
三
回
例
会

十
二
月
二
日
（
水
）
午
後
二
時
五
十
分
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

三
願
転
入
の
文
に
お
け
る
願
海
の
考
察

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
一
学
年

 

板
先
唯
人

真
実
教

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

東
山
公
真

◇
第
四
回
例
会

十
二
月
九
日
（
水
）
午
後
二
時
五
十
分
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

曇
鸞
の
「
教
化
」
観

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

厳　

若
琳

往
還
二
回
向
の
位
置
付
け

 

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
第
二
学
年

 

本
多
正
弥

◇
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

十
二
月
十
日
（
木
）
午
後
六
時
〜

 

於　

慶
聞
館
Ｋ
一
〇
一
教
室

浄
土
の
要
門—

方
便
は
な
ぜ
必
要
か—

 

思
想
探
究
コ
ー
ス　

山
田
ゼ
ミ

 

英　

貴
志

浄
土
の
慈
悲—

差
別
か
ら
の
解
放—

 
思
想
探
究
コ
ー
ス　

三
木
ゼ
ミ

 

大
窪
顕
滉

真
宗
に
お
け
る
葬
儀
再
考

 

現
代
臨
床
コ
ー
ス　

藤
元
ゼ
ミ

 

笠
川　

蓮

海
外
開
教
区
に
お
け
る
親
鸞
思
想
の
展
開—

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
真
宗
に
対
す
る
理
解—

 

国
際
コ
ー
ス　

井
上
ゼ
ミ　

竹
中　

力

◇
第
五
回
例
会
（
教
員
発
表
）

十
二
月
十
六
日
（
水
）
午
後
二
時
五
十
分
〜

 

於　

響
流
館
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

綽
空
時
代
の
学
び—

親
鸞
の
思
想
形
成
に
お

け
る
道
綽
の
影
響
に
つ
い
て—

 

本
学
講
師　

マ
イ
ケ
ル　

コ
ン
ウ
ェ
イ

仏

教

学

会

◇
新
入
会
員
歓
迎
講
演
会

八
月
六
日
（
木
）
午
後
一
時
〜

苦
悩
の
現
場
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
言
葉

 

本
学
教
授　

箕
浦
暁
雄

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

社

会

学

会

◇
大
谷
大
学
社
会
学
部
・
文
学
社
会
学
科

 

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

七
月
一
日
（
水
）
午
後
一
時
〜

日
本
で
暮
ら
す
「
移
住
労
働
者
」
と
、
新
型
コ
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ロ
ナ
が
与
え
た
影
響

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

 

コ
リ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

 

金
朋
央

日
本
に
お
け
る
移
住
労
働
者
・
外
国
人
労
働

者
を
め
ぐ
る
現
状
と
変
遷
、
在
留
資
格
に
関

す
る
法
制
度
、
労
働
相
談
の
事
例
紹
介
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
的
支
援
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ
い
た
。

講
演
後
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
学
生
と
の

質
疑
応
答
の
時
間
を
設
け
た
。
例
年
の
、
学

内
会
場
に
お
け
る
講
演
会
と
は
雰
囲
気
は
異

な
る
も
の
の
、
学
外
専
門
家
の
実
体
験
を
踏

ま
え
た
講
演
内
容
に
、
参
加
学
生
は
大
い
に

刺
激
を
受
け
て
い
た
。

文

藝

学

会

◇
公
開
講
演
会　

本
年
度
休
止

◇
『
文
藝
論
叢
』
第
九
十
五
号
発
行

 

（
十
月
Ａ
５
判
五
十
二
ペ
ー
ジ
）

『
洛
陽
伽
藍
記
』「
西
域
沙
門
菩
提
達
磨
」「
波

斯
国
胡
人
」
か
ら
『
続
高
僧
伝
』「
菩
提
達

摩
。
南
天
竺
婆
羅
門
種
」
へ

 
—

菩
提
達
磨
伝
記
の
基
礎
研
究—

 

野
村
卓
美

「
非
日
常
」
の
生
を
透
か
し
見
る
こ
と—

深
緑

野
分
『
戦
場
の
コ
ッ
ク
た
ち
』
が
問
い
直

す
前
提—

 

泉
谷　

瞬

『
泰
東
日
報
』
か
ら
み
た
大
連
マ
ス
コ
ミ
の
一

側
面 

李　
　

青

乳
幼
児
教
育
学
会

◇
『
大
谷
大
学
乳
幼
児
教
育
学
会
研
究
紀
要
』

創
刊
（
二
〇
二
一
年
三
月
予
定
）
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
。




